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◆
三
笠
鉄
道
村

【
オ
ー
プ
ン
日
】４
月
29
日
㈬

※
鉄
道
記
念
館
は
４
月
16
日
㈭
か
ら
オ
ー
プ
ン

【
営
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入
館
受
付

午
後
４
時
30
分
）

【
問
合
先
】三
笠
鉄
道
記
念
館
☎
③
１
１
２
３

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
み
か
さ
遊
園

【
オ
ー
プ
ン
日
】４
月
29
日
㈬

【
営
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
問
合
先
】フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
み
か
さ
遊
園
☎
⑥
８

０
０
０

◆
三
笠
市
芸
術
文
化
交
流
施
設

　「
ミ
カ
サ・モ
ダ
ン
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

【
オ
ー
プ
ン
日
】４
月
16
日
㈭

【
開
館
時
間
】▼
平
日
…
午
後
１
時
～
５
時
▼
土
・
日
曜

日
、祝
日
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
問
合
先
】社
会
教
育
課
生
涯
教
育
係
☎
②
３
５
９
１

◆
三
笠
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場「
サ
ン・パ
ー
ク
」

【
オ
ー
プ
ン
日
】４
月
18
日
㈯

※
雪
解
け
の
状
況
に
よ
っ
て
は
オ
ー
プ
ン
日
を
変
更

し
ま
す
。

【
営
業
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
問
合
先
】▼
オ
ー
プ
ン
前
…
株
式
会
社
富
樫
組
☎
⑥

８
０
４
１
▼
オ
ー
プ
ン
後
…
サ
ン
・
パ
ー
ク
管
理
棟

☎
②
８
９
８
９

◆
達
布
山

【
オ
ー
プ
ン
日
】４
月
18
日
㈯

※
雪
解
け
の
状
況
に
よ
っ
て
は
オ
ー
プ
ン
日
を
変
更

し
ま
す
。

【
問
合
先
】社
会
教
育
課
生
涯
教
育
係
☎
②
３
５
９
１

市
内
各
施
設
オ
ー
プ
ン

ホームページ フェイスブック ライン インスタグラム

■ 三笠ジオパークの説明に伺います
　三笠ジオパークでは、炭鉱遺産や地形地質などのジオサイトを保護保全することや、社会教育活動、観光・
レクリエーションへの活用など、さまざまな取り組みを行っていますが「三笠市がジオパークなのは知って
いるけれど、よく分からない」などの問い合わせを受けることがあります。
　ジオパークに関する理解を深めていただけるようジオパーク推進協議会の事務局員が町内会の集会など
に出向いて説明させていただきますので、ご連絡ください。

■ ジオガイド募集中
　三笠ジオパーク推進協議会ではガイドを募集しています。ガイドには、三笠を訪れた方や市内外の小中学
生にジオパークの見どころを解説するなどの活動を行っていただいており、経験がない方や三笠ジオパー
クを知らない方でも構いません。
　登録いただいた方には、スムーズなガイドを行えるよう三笠の歴史や接遇
の講座を受講いただきます。また、ジオガイドには経験や能力に応じた昇級
制度があり、ご自身の知識や能力の上達を実感することができます。
　なお、ガイドの申し込みは条件がありますので、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

■ 三笠ジオパークサポーター（応援団）募集中
　協議会が実施するツアーやイベントの情報を知人や友人へ紹介いただくことやツアーのお手伝いなど、
皆さんのご都合に合わせた範囲でのサポートをお願いしています。また、登録
いただいた方には、三笠ジオパークガイドブックなどの特典を提供するほか、
定期的に三笠ジオパークの情報を配信します。ジオガイドとしてツアーを案
内するような時間がなくても、サポーターに登録されて三笠ジオパークを応
援いただくようお願いします。

【申込・問合先】三笠ジオパーク推進協議会事務局（商工観光課内）☎②3997
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【
合
葬
墓
と
は
】

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
お
墓

を
継
承
で
き
な
い
方
な
ど
に
、将
来

に
わ
た
り
安
心
し
て
焼
骨
を
納
骨
い

た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
お
墓
で
す
。

　

ひ
と
つ
の
お
墓
に
多
く
の
方
の
焼

骨
を
一
緒
に
納
め
る
も
の
で
、骨
箱

や
骨
壺
か
ら
焼
骨
だ
け
を
取
り
出
し

て
直
接
納
骨
し
ま
す
。

【
設
置
場
所
】旧
清
住
火
葬
場
内（
清

住
町
２
４
４-

１
）

【
施
設
概
要
】

　

室
内
に
あ
り
ま
す
の
で
、冬
期
で

も
納
骨
、参
拝
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
合
葬
墓
に
は
宗
教
的
概
念
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、供
養
祭
な
ど
の

行
事
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、遺
骨
は
１
，０
０
０
人
分
埋

葬
で
き
ま
す
。

【
使
用
で
き
る
方
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

使
用
で
き
ま
す
。

▼
三
笠
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ

る
方
で
、焼
骨
を
管
理
さ
れ
て
い
る

方▼
三
笠
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ

っ
た
方
の
焼
骨
を
管
理
さ
れ
て
い
る

方▼
市
内
の
墓
地
使
用
者
で
、墓
地
に

埋
蔵
さ
れ
て
い
る
焼
骨
を
合
葬
墓
に

改
葬
さ
れ
る
方

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

▼
申
請
書（
合
葬
墓
を
使
用
す
る
旨

の
申
請
書
）

▼
申
請
者
の
住
民
票

▼
亡
く
な
っ
た
方
の
火
葬
許
可
証
、

ま
た
は
改
葬
許
可
証

▼
使
用
料

▼
印
鑑（
認
印
で
も
可
）

※
ほ
か
に
戸
籍
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
使
用
料
】

　

焼
骨
1
体
当
た
り
３
５
，０
０
０
円

【
記
名
板
に
つ
い
て
】

　

屋
外
に
、記
名
板
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

記
名
板
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、記
名
板
使
用
料
と
し
て
合
葬
墓

使
用
料
の
ほ
か
に
１
人
当
た
り
２
，

０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
ほ
か
名
前
プ
レ
ー
ト
の
作
成
料

（
２
0
，０
０
０
円
程
度
）を
業
者
へ
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
の
作
成
業
者

▼
奥
田
石
材
店（
幸
町
15
番
地
）☎
④

４
３
１
１

▼
鈴
木
石
材
店（
唐
松
春
光
町
４
２

０
番
地
）☎
②
３
５
８
４

【
納
骨
の
方
法
】

　

親
族
や
関
係
者
の
方
が
、焼
骨
を

骨
壺
か
ら
取
り
出
し
て
、焼
骨
投
入

口
か
ら
自
ら
納
骨
い
た
だ
き
ま
す
。

（
市
や
管
理
人
は
納
骨
し
ま
せ
ん
）

【
申
請
か
ら
納
骨
ま
で
の
流
れ
】

❶
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、納

骨
日
の
日
程
を
調
整
す
る
。

　
　
　
　

↓

❷
使
用
料
、記
名
板
使
用
料（
希
望
者

の
み
）納
入
い
た
だ
き
、使
用
許
可
証

を
交
付
す
る
。

　
　
　
　

↓

❸
合
葬
墓
に
納
骨
い
た
だ
く

【
注
意
事
項
】

▼
納
骨
さ
れ
た
焼
骨
は
返
還
で
き
ま

せ
ん
の
で
、親
族
の
方
と
十
分
相
談

さ
れ
た
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
納
骨
時
に
は
必
ず
市
で
交
付
し
た

使
用
許
可
証
を
管
理
人
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

納
骨
で
き
ま
せ
ん
。

▼
焼
骨
以
外
の
副
葬
品
な
ど
は
埋
葬

で
き
ま
せ
ん
。

▼
納
付
さ
れ
た
使
用
料
は
返
還
で
き

ま
せ
ん
。

▼
参
拝
は
自
由
で
す
が
、供
物
や
供

花
な
ど
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
参
拝
の
際
の
仏
具
な
ど
は
準
備
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、必
要
に
応
じ
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
先
】市
民
生
活
課
環
境

衛
生
係
☎
②
３
１
８
９

お
墓
の
建
替
え
や

　
　
　

遺
骨
の
移
動
な
ど

三
笠
市
合
葬
墓
の
受
付

　
　
　

４
月
１
日
開
始

　

市
内
に
お
墓
・
納
骨
堂
を
お
持
ち

で
、建
て
替
え
や
別
の
お
墓
、寺
院
な

ど
の
納
骨
堂
に
移
動
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
、お
墓
の
所
有
者
が
亡
く
な
る

な
ど
管
理
者
が
変
更
と
な
る
場
合
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、環
境

衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
外
に
お
墓
・
納
骨
堂
を
お

持
ち
で
、市
内
の
お
墓
・
納
骨
堂
に
移

動
す
る
場
合
は
、お
墓
の
あ
る
自
治

体
で
改
葬
許
可（
遺
骨
の
移
動
）の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、市
で
は
、こ
の
度
、合
葬
墓

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
が
、市

内
で
は
、公
益
財
団
法
人
北
海
道
中

央
霊
園
が
合
葬
墳
墓
を
開
設
し
て
永

代
供
養
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

☎
②
３
１
８
９
／
公
益
財
団
法
人
北

海
道
中
央
霊
園
☎
③
１
５
１
１

Q. 毎年お金が必要になりますか？

A. 申請時の使用料と記名板使用料（希望者のみ）以外に費用負担
はありません。

Q. いつでも申請できますか？

A. 申請は随時受け付けています。

Q. いつでもお参りができますか？

A. 室内型の合葬墓ですので、冬期間もお参りができます。

Q. 生前に予約はできますか？

A. 生前の予約は受け付けていません。

Q&A


